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	応用
	抗原情報
	背景
	CD80（Cluster of Differentiation 80）タンパク質は、活性化B細胞および単球に存在する分子であり、T細胞の活性化および生存に必要な共刺激シグナルを提供します。B7.1としても知られています。その主な作用機序はCD28への結合です。CD86とともに、これらの分子は抗原提示細胞によって提示された抗原に対してT細胞をプライミングするために必要な刺激を提供します。CD80とCD86はまた、活性化T細胞上に発現する細胞表面分子であるCTLA-4にも結合します。CD80またはCD86とCTLA-4の相互作用は、T細胞の応答を低下させます。エモリー大学の科学者によるマウス研究では、エストロゲン関連の骨量減少は、CD80などのさまざまなタンパク質やその他の機能に関与する最近発見された経路に関連していることが示されました。簡単に言うと、活性酸素は樹状細胞を刺激し、それが他の免疫細胞を活性化して、T細胞活性化の共役分子であるCD80の産生をアップレギュレーションします。 「この経路が活性化されると、T細胞によるTNF産生が増加し、最終的には骨量減少につながります。」T細胞は腫瘍壊死因子（TNF）というタンパク質を産生し、げっ歯類やヒトにおいて破骨細胞の形成を促進します。破骨細胞は骨からミネラルを放出させ、カルシウムが血流に取り込まれ、体の他の機能に利用されます。破骨細胞の分化はオステオプロテゲリンによって阻害され、エストロゲンはオステオプロテゲリンの産生を刺激します。
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	抗CD80モノクローナル抗体（緑）を用いたBCBL-1細胞の共焦点免疫蛍光染色。膜局在を示す。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	抗CD80 mAbを用いたパラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学分析

